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スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ュー

第 8 章 　 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ュー

　 本章では、 主に GUI ツールのス レ ッ ド シー ト ・ ビ ュー （Spreadsheet View） を使用し た制約設定の方法につ 
いて説明し ます。

8.1 デザイ ンフ ローと制約フ ァ イル

　 設定方法の前に制約設定のフ ローについて解説し ます。 全体の流れを図 8-1 に示し ます。

　 Lattice Diamond でプロ ジ ェ ク ト を作成する と、 制約フ ァ イルであ る ロ ジカル ・ プ リ フ ァ レ ン ス フ ァ イル 
（*.lpf） が生成されます。 ユーザはこの LPF フ ァ イルを直接テキス ト エデ ィ タで編集し て設定を行 う こ と が
でき ます。 また、 GUI で制約の設定を行 う ツール [Spreadsheet View] を起動し て設定を行 う こ と もでき ます。  
制約フ ァ イル と は別に、HDLソースに記述された設定等はEDIFからngd（データベース）へと引き継がれます。 

図 8-1. 制約の設定フ ロー

　 マ ッ ピング （Map Design） プロセス を実行する と、 lpf フ ァ イル と ngd フ ァ イル内の制約を統合し、 配置配 
線プロセスで使用する制約を生成し ます。 両フ ァ イルで同じ リ ソースに対し て異なる制約が設定されていた
場合には、 lpf フ ァ イルの内容が優先されます。 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューは起動時に lpf と ngd フ ァ イル内
の設定を読み込み、 また終了時には全ての設定を lpf と ngd フ ァ イルに書き込みます。
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　 Map Design プロセスで生成された制約の一部 ( 主にタ イ ミ ング関連の制約 ) はフ ィ ジカル ・ プ リ フ ァ レン 
ス ・ フ ァ イル (prf) に、 一部 ( 主に配置指定制約 ) はマ ッ ピング後のネ ッ ト リ ス ト (*_map.ncd) に記述され、 配
置配線実行時にはこれらの制約が参照されます。

8.2 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ュー

8.2.1 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの起動

　 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューを起動するには、 Lattice Diamond のツールバーのア イ コ ン を ク リ ッ クする 
か、 メ ニューバーから [Tool] => [Spreadsheet View] の順に選択し ます。

　 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューはデフ ォル ト で Lattice Diamond にア タ ッチされた状態で起動し ますが、 右上

のア イ コ ン を ク リ ッ クする とデタ ッチされ、 独立し たウ イ ン ド ウ と し て表示されます。

図 8-2. ア イ コ ンからのスプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの起動

図 8-3. スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューのア タ ッチ とデタ ッ チ

ア タ ッチ状態のスプレ ッ ド シー ト ・ ビ ュー デタ ッチ状態のスプレ ッ ド シー ト ・ ビ ュー

　 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューがア タ ッ チされた状態では、 メ ニ ューバーおよびツールバーがプロ ジ ェ ク ト ・
ナビゲータ と共有されるので、 プロジェ ク ト ・ ナビゲータに表示されている ものを使用し ます。 デタ ッチさ
れた状態ではスプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューウ イ ン ド ウに表示される メ ニューバー／ツールバーを使用し ます。
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8.2.2 csv フ ァ イルのエ ク スポー ト と イ ンポー ト

　 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューは設定内容タ イプご と に複数のシー ト から構成されています。 一部の設定 （ピ
ンアサイ ン等） を行 う シー ト については、 csv フ ァ イルのエ ク スポー ト （書き出し） と イ ンポー ト （取 り 込
み） ができ ます。 シー ト をエ ク スポー ト し、 編集後にスプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューにイ ンポー ト する と い う こ
と も可能です。

　 シー ト を csv フ ァ イルにエ ク スポー ト するには、 まず対象とする シー ト を開き ます。 その状態で メ ニュー
バーから [File] => [Export] => [Lattice CSV file…] の順に選択し ます。

図 8-4. csv フ ァ イルへのエ ク スポー ト  （デタ ッ チ状態のスプレ ッ ド シー ト ・ ビ ュー）

　 エ ク スポー ト された csv フ ァ イルは Microsoft Excel 等で編集ができ ます。 フ ォーマ ッ ト さ え正し ければ列 
の順番等は変更し て も問題あ り ません。 ただし、 ヘ ッ ダ部分 （デバイス名等の記述） は絶対に編集し ないで
く ださい。

　 編集し た csv フ ァ イルを イ ンポー ト するには、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの メ ニ ューバーか ら [File] => 
[Import] => [Lattice CSV file…] の順に選択し ます。

8.2.3 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューを使用する際の注意

8.2.3.1 デザイ ンのロー ド

　 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューで設定を行 う には、 [Translate Design] プロセスで生成されるデータベースから 
デザイ ンの情報を ロードする必要があ るため、 事前に [Translate Design] プロセスが完了し ている必要があ り  
ます。 完了し ていない状態でも、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューを起動する こ と はでき ますが、 何も表示されな
いか、 または （一度設定を行った後な ら） 全てがグレーアウ ト されてお り 何も変更でき ない状態になってい
ます。

　 このよ う な場合は、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューを再起動し な く て も、 [Translate Design] プロセス までを完 
了させれば、 自動的にデータがロード され各種設定が行え る状態にな り ます。

8.2.3.2 変更し た設定の保存

　 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューで設定を行って も、 それが制約フ ァ イルに保存されなければ各種プロセスには
反映さ れません。 作業後に保存さ れていない場合、 Lattice Diamond の メ ニ ューバーかスプレ ッ ド シー ト ・ 
ビ ューのウ イ ン ド ウに表示される ” 保存ア イ コ ン ” がア ク テ ィ ブになったま まで、 またプロ ジェ ク ト ・ ナビ
ゲータの右下に [Preferences Modified] と表示されます （図 8-5）。

　 次プロセス を実行する前に必ずア イ コ ン を ク リ ッ ク し て、 設定を保存し て く ださい。 GUI 上の変更全

てが保存されていれば、 ア イ コ ンは非ア ク テ ィ ブ状態にな り グレーアウ ト されます。
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図 8-5. 制約変更状態の表示

8.3 I/O 関連の制約設定

8.3.1 ユーザ I/O のピンアサイ ン

　 ユーザ I/O （デザイ ンで定義された I/O） のピンアサイ ンはスプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの [Port Assignments]  
シー ト も し く は [Pin Assignments] シー ト で設定し ます。 設定の方法は、 [ ポー ト 名に対し てピン番号を指定 
する ] 方法と、 [ ピン番号に対し てポー ト 名を指定する ] 方法があ り ます。

図 8-6. Port Assignments シー ト でのピンアサイ ン

デザインのポート名

ピン番号を入力

Port Assignment シートを選択
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8.3.1.1 ポー ト 名に対し てピン番号を指定する方法

　 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューで [Port Assignments] シー ト を開 く と、 左側にデザイ ンのポー ト 名と そのポー 
ト のタ イプ （Input , Output, Bidirection or Clock Input） が表示されます （図 8-6）。

このシー ト 上で各ポー ト の [Pin] 列のセルにピン番号を入力し ます。アサイ ンする I/O バン ク だけを指定す
る場合は、 [Bank] 列のセルに I/O バン クの番号を入力し ます。

なお、 差動 I/O を使用する場合は、 HDL ソースに差動バッ フ ァ を イ ン ス タ ン ス し た り 反転／非反転のポー
ト を宣言し た り する必要はあ り ません。 通常のシングルエン ド の I/O と同様のポー ト 宣言で、 制約設定によ
り 差動 I/O を使用する こ と ができ ます。 ポー ト 宣言されている １ 本を非反転側のピ ンにアサイ ン し、 バ ッ
フ ァ タ イプ と し て差動 I/O を選択すれば、 反転側は自動的にアサイ ン されます。

各ピンの属性 （反転／非反転、 差動ピンの組み合わせ等） は、 データ シー ト またはパッ ケージ ・ ビ ュー記
述 （第 9 章） を参照し て く ださい。

8.3.1.2 ピン番号に対し てポー ト 名を指定する方法

[Spreadsheet View] ウ イ ン ド ウで、[Pin Assignment] シー ト を開 く と、左側にパッ ケージのピン番号がバン ク  
ご と に表示されます （図 8-7）。

図 8-7. Pin Assignments シー ト でのピンアサイ ン

　 このシー ト 上でピン番号を選択し [Signal Name] セルをダブルク リ ッ クする と、図 8-8 のよ う なアサイ ンす  
る候補と な るポー ト 名を示す [Assign Signals] ウ イ ン ド ウが立ち上が り ます。 アサイ ンするポー ト を選択し ウ 
イ ン ド ウ左下の [Assign Signals] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Pin Assignment
シートを選択

バンク毎に表示されるピン番号

ポート名を入力
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図 8-8. Assign Signals ウ イ ン ド ウ

8.3.2 Vref ピンのアサイ ン

　 SSTL や HSTL を使用でき る Lattice FPGA では、 Vref 入力ピンが複数用意されてお り 、 ユーザが使用する 
ピンを選択する こ と ができ ます。

　 *****--------------------
• 選択し ない場合は、 ツールが自動的にアサイ ン し ます

• どのフ ァ ミ リ も I/O バン ク あた り 2 本の Vref の Rail （配線） を持ちます

• Lattice SC 以外のフ ァ ミ リ は、 Rail と ピンの対応が固定なのでピンの選択のみにな り ます。 Lattice SC
では、 各 Rail に任意のピンをアサイ ンでき るためピン と、 [Rail] 欄 Rail 番号 （1 or 2） を設定し ます

　 *****--------------------

　 Vref ピンのアサイ ンを行 う には、 まず使用する Vref ピンの登録を行います。 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの

左側に並んでいる ア イ コ ン を ク リ ッ クする と、 Vref ピンの登録ウ イ ン ド ウが立ち上が り ます。

図 8-9. Vref ピンの指定

　 設定は、 まず [Vref Name] 欄に、 適当な名前を入力し ます。 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューでは、 この名前で 
表示されます。 次にウ イ ン ド ウの右側に表示されている ピンの リ ス ト から、 Vref と し て使用する ピンを選択
し ます。 最後に [Add] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 これで Vref ピンの登録は完了し ます。 登録された Vref ピン 
はスプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの [Misc Preferences] シー ト に表示されます。

　 この後は、 [Port Assignments] シー ト の [Vref] 欄をダブルク リ ッ クする と、 先に登録し た Vref ピン名が表示 
されるので、 これを選択し ます。 [Vref] セルは、 [IO_TYPE] が SSTL も し く は HSTL の入力ピンでのみ設定で
き ます。
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図 8-10. Vref ピンの選択

　 *****---------------------
• DDRx メ モ リ I/F で使用する場合は、 かな らず Rail 1 （データ シー ト 上では VREF1_ ＊） の Vref ピンを
選択し て く ださい

　 *****---------------------

8.3.3 SERDES 関連のピンアサイ ン

　 SERDES を使用する場合、 SERDES 関連のポー ト のピンアサイ ンは通常のポー ト と は違 う 方法で行います。
デバイ ス内の SERDES マ ク ロは、 各マ ク ロ と ピンの対応があ らかじめ決められています。 このため使用する
SERDES マ ク ロの位置を指定する と、 各チャネルの入出力ポー ト や リ フ ァ レ ン ス ク ロ ッ ク入力等のピンアサ
イ ンは自動的に行われます。

　 　 ※ SERDES マ ク ロのポー ト と ピンの接続を変更する こ と はでき ません。

　 SERDES マ ク ロの配置指定はスプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューではでき ません。 配置指定の方法については第 11
章 「フ ロアプラニング」 をご参照 く ださい。

　 Diamond 3.4 以降、（ECP5 では） Clarity Designer でマ ク ロの物理配置やピン指定を行 う こ と が可能です。第  
5 章 「モジュール /IP 生成」 第 5.3 節をご参照 く ださい。

8.3.4 IO バッ フ ァ の属性設定

8.3.4.1 設定方法

　 IO バッ フ ァ の属性設定は、 [Port Assignments] シー ト で行います。 各ピンの設定内容に対応し たセルを

ダブルク リ ッ クする と選択可能状態にな り 、セルの右側に ボタ ンが表示されます。 この状態で、キーボー

ド の [ ↑ ] または [ ↓ ] キーを押すと、 選択内容を切 り 替え られます。 また ボタ ンを ク リ ッ クする と選択
肢の一覧が表示されます （図 8-11）。 この中から使用し たいものを選択し ます。
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　 なお、ポー ト の リ ス ト の中に [All Ports] と書かれた行があ り ますが、これは全ポー ト の一括設定です（図 8-  
12）。 複数ピンの設定を変更する場合は、 All Ports の設定を変更し たほ う が手間の省ける場合があ り ます。 デ 
フ ォル ト 状態のポー ト にのみ有効です。

図 8-11. IO バッ フ ァ タ イプの選択

図 8-12. All Ports の設定

　 設定値をデフ ォル ト （All Ports の値）に戻す場合は、セルを選択し てキーボード の [Delete] キーを押し ます。

8.3.4.2 主な設定内容

　 I/O バッ フ ァの主な設定内容と し ては、 以下のものがあ り ます。

　 *****---------------------
• バッ フ ァ タ イプを選択する と選択肢が制限された り 、 値が固定された り する設定があ り ます

• 一部のデバイ ス フ ァ ミ リ 固有の設定の説明は省略し ま し た。 こ こで説明されていない項目については
各デバイ ス フ ァ ミ リ のデータシー ト やテ ク ニカル ノー ト を参照し て く だ さい

　 *****---------------------

IO_TYPE

ポー ト のバッ フ ァ タ イプの選択です。
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TERMINATEVTT  （LatticeECP3 のみ） （LatticeECP3 のみ）

SSTL ／ HSTL の入力で使用するオンチッ プ終端抵抗値の設定です。 [OFF] は終端抵抗な し、 その他
は数値が抵抗値を表し ています。

PULLMODE

On-chip の Pull 抵抗 （数 k ～数十 kΩ） の設定です。 設定が有効にな るのはコ ンフ ィ グ完了後です。
コ ンフ ィ グ完了前の全てのピン、 およびコ ンフ ィ グ後の未使用ピンは Pull-up または Pull-down （デバ
イ ス フ ァ ミ リ に依存） に固定されます。

DRIVE

出力ピンの電流ド ラ イブ能力 （Ioh ／ Iol） の設定です。

SLEWRATE

出力ピンの立ち上が り ／立ち下 り 時間の設定です。 [FAST] と [SLOW] のどち らかを選択し ます。

PCICLAMP

On-chip の PCI CLAMP ダ イオード の設定です。 [ON] の場合は CLAMP ダ イオード が有効に、 [OFF] 
の場合は CLAMP ダ イオード が無効にな り ます。

OPENDRAIN

出力ピンをオープン ド レ イ ンにする設定です。 HDL 記述でオープン ド レ イ ンでな く て も、 [ON] を選
択する と イ ンプ リ 時にオープン ド レ イ ン ・ バッ フ ァにな り ます。

　 *****------------------
• オープン ド レ イ ンを使用する際は、 PULLMODE を [OFF] に設定し ない と シ ミ ュ レーシ ョ ンや実機動
作時に内蔵 pull-up の影響で Hi-Z 出力の際に High レベル出力が見えます

　 *****------------------

DIFFRESISTER  （LatticeECP3 のみ）

　 　 差動 I/O の入力で使用する On-Chip の終端抵抗値の設定です。 [OFF] は終端抵抗な し、 その他は数
値が抵抗値を表し ています （誤差 ±20%）。 　

DIFFDRIVE  （LatticeECP3 のみ）

　 　 差動 I/O の出力ド ラ イブ電流値の設定です。 この値と、 MULTDRIVE の設定値を掛けた値が、 出力
電流値と な り ます。

MULTDRIVE  （LatticeECP3 のみ）

　 　 差動 I/O の出力ド ラ イブ電流に関する設定です。 この値と、 DIFFDRIVE の設定値を掛けた値が、 出
力電流値と な り ます。

EQ_CAL  （LatticeECP3 のみ）

　 　 入力バ ッ フ ァ のイ コ ラ イザ設定です。 値が大き く な るほど信号が増幅される こ と を表し ます。 差動
I/O や SSTL ／ HSTL でのみ設定でき ます。

8.3.5 IO レジス タへのアサイ ン

　 IO レジス タへのアサイ ンは論理合成で行われますが、以下のよ う な場合は論理合成結果に対し てアサイ ン
状況を変更する こ と もでき ます。

• 論理合成で I/O レジス タにアサイ ン されたレジス タ を、 フ ァ ブ リ ッ クのレジス タにアサイ ン し たい

• 論理合成では何らかの都合で I/O レジス タにアサイ ン されなかったレジス タ を、 I/O レジス タにアサ
イ ン し たい （ただし、 接続が I/O レジス タへのアサイ ン条件を満た し ている場合）
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　 設定は、 SpreadsheetView の [Cell Mapping] シー ト で行いますが、 設定する レジス タの選択には、 GUI ツー 
ルネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューも起動する必要があ り ます。 以下の手順で行います。

Step1 [ 必須 ] 　 プロ ジェ ク ト ・ ナビゲータのツールバーから、 ア イ コ ン を ク リ ッ ク し てネ ッ ト リ ス 
ト ・ ビ ューを起動し ます。

起動し たネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューのツールバーで、ア イ コ ン を ク リ ッ クする とデザイ ン内の リ ソー

スの リ ス ト が表示されます。 この中で [Register] のツ リ ーを展開する と、 レジス タの リ ス ト が表示されま
す （図 8-13）。

Step2 [ 必須 ] 　 ネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューに表示されている リ ス ト から IO レジス タへのアサイ ンを設定する 
レジス タ名を選択し、 SpreadsheetView の [Cell Mapping] シー ト へド ラ ッ グ し ます。

この処理を行 う には、 事前に SpreadsheetView で [Cell Mapping] シー ト を選択し てお く 必要があ り ま 
す。 また、 GUI をカス タマイ ズ し てネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューと スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューが同時に表示
される よ う にし てお く 必要があ り ます。

Step3 [ 必須 ] 　 [Cell Mapping] シー ト の [Din/Dout] 行のセルで、 使用する IO レジス タのタ イプを選択し  
ます。 選択肢は、 [Din] （入力レジス タ） または [Dout] （出力レジス タ） です。 アサイ ン状況を変更し
たい方を選択し て く ださい。

図 8-13. ネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューの起動

Step4 [ 必須 ].  IO レジス タへのアサイ ンを設定し ます。

[PIO Register] 行のセルで、 IO レジス タへのアサイ ン設定を行います （図 8-14）。

[True] は、 そのレジス タ を IO レジス タにアサイ ンする こ と を表し ます。

[False] は、 そのレジス タ を IO レジス タにアサイ ン し ないこ と を表し ます。

　 *****--------------------
• IO レジス タにアサイ ンでき ないレジス タ を [True] に設定する と、 Map Design プロセスでエラーにな
り ます

　 *****--------------------
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図 8-14. IO レジス タのアサイ ン変更

8.4 タ イ ミ ング制約設定

　 本節ではタ イ ミ ング制約の設定方法について説明し ます。 なお、 設定を行 う 前にタ イ ミ ング制約およびタ
イ ミ ング検証の注意事項についてま と めた第 10 章をご参照 く ださい。

8.4.1 ク ロ ッ ク のタ イ ミ ング制約

　 ク ロ ッ ク ご と の最高動作速度の制約は、 周波数または周期で設定する こ と ができ ます。 設定ウ イ ン ド ウ を

起動するために、 まずスプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの左側に表示されている を ク リ ッ ク し ます （図 8-15）。

図 8-15. ク ロ ッ ク タ イ ミ ング制約設定

　 設定は以下の手順で行います。

①

②

③

④

⑥
⑤

⑦
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Step1 [ 必須 ].  ウ イ ン ド ウ左上の [Type] 欄 （図 8-15 ①） で、 制約のタ イプを選択し ます。

[PERIOD] はク ロ ッ ク周期、 [FREQUENCY] はク ロ ッ ク周波数を制約と し て設定する場合に選択し ま
す。

Step2 [ 必須 ].  [Second Type] 欄 （（図 8-15 ②）） で、 制約を与え る ク ロ ッ クのタ イプを選択し ます。

[Clock Net] は内部で生成し た分周ク ロ ッ ク等に制約を設定する場合、 [Clock Port] は外部から入力さ  
れる ク ロ ッ クに制約を設定する場合、[none] は特定の ク ロ ッ ク ではな く デザイ ン全体に制約を与え る
場合に選択し ます。 

Step3 [ 必須 ].  制約を設定する ク ロ ッ ク を選択し ます。

Step2 で選択し た タ イプに応じ て右側の [Available Clock List] 欄 （図 8-15 ③） に対象と なる ク ロ ッ ク   
名が表示されます。表示された ク ロ ッ ク名から、制約を設定する ク ロ ッ ク名を ク リ ッ ク し て選択し ま
す。

Step4 [ 必須 ].  ク ロ ッ クの最高動作速度の制約を設定し ます。

Step1 で [PERIOD] を選択し た場合は [Time] 欄に周期を、[FREQUENCY] を選択し た場合は [Frequency]
欄に周波数を入力し ます （図 8-15 ④）。 制約の単位は、 周期制約の場合は ns、 周波数制約の場合は 
MHz で固定です。

Step5 [ オプシ ョ ン ].  ホール ド時間のマージンを設定し ます。

Hold time 検証時にタ イ ミ ングマージンを持たせたい場合は、 [Hold Margin] 欄 （図 8-15 ⑤） に値を入    
力し ます。

使用し ているデバイ スが MachXO2ZE フ ァ ミ リ の場合はホール ド時間マージン と し て 0.1 を、 また以
下の条件を全て満た し ていない場合は、 ホール ド時間マージン と し て 0.2 ～ 0.5ns 程度を設定する こ
と を推奨し ます。

・ 全てのク ロ ッ ク がク ロ ッ ク配線 （primary または secondary） にアサイ ン されている

・ ク ロ ッ ク ド メ イ ンを またぐパスで、 タ イ ミ ング解析の必要がない

Step6 [ オプシ ョ ン ].  配置配線時のタ イ ミ ングマージンを設定し ます。

配置配線時によ り 厳しいタ イ ミ ング制約を与えたい場合は、 [PAR_ADJ] 欄 （図 8-15 ⑥） にマージン  
の値を入力し ます。

Step1 で [PERIOD] を選択し ている場合は、 Step4 で [Time] 欄に設定し た値から [PAR_ADJ] ボ ッ ク ス  
で設定し た値を引いた値が配置配線時の制約と し て使用されます。

Step1 で [FREQUENCY] を選択し ている場合は、 Step4 で [Frequency] 欄に設定し た値に [PAR_ADJ] 
ボ ッ ク スで設定し た値を足し た値が配置配線時のタ イ ミ ング制約と し て使用されます。

例 : 

　 ツール上での設定 配置配線時の制約 タ イ ミ ング検証時の制約

Frequency =100MHz、 PAR_ADJ=20 120 （100 + 20） MHz 100MHz

Period=20ns, PAR_ADJ=5 15 （20 -5） ns 20ns 

Step7 [ オプシ ョ ン ].  入力ク ロ ッ クのジ ッ タ量を設定し ます。

入力ク ロ ッ ク ジ ッ タ も考慮し た タ イ ミ ング解析を行いたい場合は、 [CLOCK_JITTER] 欄 （図 8-15 ⑦）  
に入力ク ロ ッ クのジ ッ タ量を設定し ます。 なお、 この設定は [Second Type] と し て [Clock Port] を選  
択し た場合にのみア ク テ ィ ブにな り ます。

Step8 [ 必須 ].  必要な設定が完了し た ら [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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　 設定された内容は、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの [Timing Preferences] シー ト に表示されます。 設定内容を 
変更し たい場合は、 [Timing Preferences] シー ト 上の設定値の表示をダブルク リ ッ ク し ます。 設定値欄がア ク 
テ ィ ブにな り 直接値を変更でき ます。

8.4.2 入力信号のセ ッ ト ア ッ プ／ホール ド時間制約設定

　 入力ピンご と に入力信号のセ ッ ト ア ッ プ／ホール ド時間の要求値の制約を設定する こ と ができ ます。 設定

を行 う には、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの左側に表示されている ア イ コ ン を ク リ ッ ク し、 設定ウ イ ン ド
ウ を起動し ます （図 8-16）。 設定は以下の手順で行います。

Step1 [ 必須 ].  [Type] 欄 （図 8-16 ①） で、 [INPUT_SETUP] を選択し ます。

Step2 [ 必須 ].  [Second Type] 欄 （図 8-16 ②） で、 制約を与え る対象のタ イプを選択し ます。

[All Ports] は全ての入力信号に対し て共通の制約を設定する場合、[Individual Ports] は各ポー ト に個別  
の制約を設定する場合、 [Group] はグループ （グループの生成方法は 8.4.8 項を参照） 内のポー ト に対
し て共通の制約を設定する場合に選択し ます。

図 8-16. 入力信号のセ ッ ト ア ッ プ／ホール ド時間制約設定

Step3 [ 必須 ].  制約を設定するデータ入力ポー ト を選択し ます。

Step2 で [Individual Ports] と [Group] を選択し た場合、 [Available ****] 欄 ※ に制約を設定でき るポー  
ト も し く はグループが表示されます （図 8-16 ③）。この中から対象と なるポー ト 名を選択し ます。[All 
Ports] を選択し た場合は、 選択の必要がないので何も表示されません。

　 ※ **** は [Second Type] の選択で変化

Shift キーと Ctrl キーを使用する と複数のポー ト を選択する こ と もでき ます。

Shift キー : 選択し た ２ つのポー ト 間の全てのポー ト

Ctrl キー : 選択し たポー ト 全て

①

②

③ ④

⑤

⑥
⑦

⑧
⑨
⑩
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Step4 [ 必須 ].  制約の基準と な る ク ロ ッ ク を選択し ます。

[Clock Ports/Nets] 欄 （図 8-16 ④） にはネ ッ ト リ ス ト から抽出された ク ロ ッ ク ポー ト と ク ロ ッ ク ネ ッ

ト が表示されています。 この中から ク ロ ッ ク ポー ト （ ） を選択し ます。 ク ロ ッ ク ネ ッ ト （ ）

を選択する と入力バッ フ ァの遅延が計算されませんので、 ご注意 く だ さい。

Step5 [ オプシ ョ ン ].  入力信号の制約の与え方を選択し ます。

当該デバイ スのセ ッ ト ア ッ プ／ホール ド時間を制約と し て設定する場合は、 [Input Delay] チェ ッ ク 
ボ ッ ク ス （図 8-16 ⑧） のチェ ッ ク を外し ます。

図 8-17. [Input Delay] ボ ッ ク スにチェ ッ ク が入っていない場合の制約設定

対向デバイ スからの出力信号の最大／最小データ遅延 （ク ロ ッ ク エ ッ ジから出力データ までの遅延）
を制約と し て設定する場合は、 [Input Delay] ボ ッ ク スにチェ ッ ク を入れます。

図 8-18. [Input Delay] ボ ッ ク スにチェ ッ ク が入っている場合の制約設定

[Input Delay] チェ ッ ク ボ ッ ク スにチェ ッ クが入っている と、 自動的にセ ッ ト ア ッ プ時間 （ク ロ ッ ク周 
期 - 入力遅延） が計算され制約と な り ます。 このため、 ク ロ ッ ク周期の設定が必要です。

Step6 [ オプシ ョ ン ].  PLL の位相シフ ト ク ロ ッ ク を使用し て入力信号を ラ ッチし ている場合は、 解析の   
際に使用する ク ロ ッ ク エ ッ ジの選択を行います。

[PLL Phase Back] チェ ッ ク ボ ッ ク ス （図 8-16 ⑨） にチェ ッ クが入っていない場合、 タ イ ミ ング解析   
ツールは入力ク ロ ッ ク から位相シフ ト 分遅れて変化する ク ロ ッ ク エ ッ ジ （図 8-19 参照） を基準に入 
力信号のセ ッ ト ア ッ プ／ホール ド時間を算出し ます。 このため、 位相シフ ト 量が大きい と、 外部入力
ク ロ ッ ク のセ ッ ト ア ッ プ時間が負の値になった り 、 期待し ない大き なホール ド 時間が算出されて し
ま った り する こ と があ り ます。

図 8-19. [PLL Phase Back] ボ ッ ク スにチェ ッ クが入っていない場合 （270° シフ ト の例）

これに対し、 [PLL Phase Back] ボ ッ ク スにチェ ッ クが入っている場合、 入力ク ロ ッ ク の前に変化する  
ク ロ ッ ク エ ッ ジ （図 8-20 参照） を基準にセ ッ ト ア ッ プ／ホール ド時間を算出し ます。
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図 8-20. [PLL Phase Back] ボ ッ ク スにチェ ッ クが入っている場合 （270° シフ ト の例）

こ のオプシ ョ ン設定で変わるのはセ ッ ト ア ッ プ／ホール ド 時間算出の基準 と する ク ロ ッ ク エ ッ ジだ
けです。 前述の ２ つの場合で結果 と し て得られる値は見た目には違っていて も、 要求される セ ッ ト
ア ッ プ／ホール ド時間は現実的には同じにな り ます。

Step7 [ オプシ ョ ン ].  入力ク ロ ッ クのジ ッ タ解析オプシ ョ ンの設定を行います。

デフ ォル ト （[SS] ボ ッ ク スにチェ ッ ク な し） の入力タ イ ミ ング解析では、 ク ロ ッ ク タ イ ミ ング制約
（8.4.1 項参照） のオプシ ョ ンで設定し た ク ロ ッ ク ジ ッ タ を考慮し た解析が行われます。

しかし、 ソースシン ク ロナス伝送等で ク ロ ッ ク とデータに同じ ジ ッ タが乗る場合など、入力タ イ ミ ン
グ解析に ク ロ ッ ク ジ ッ タ を考慮する場合が無い場合は、 [SS] ボ ッ ク ス （図 8-16 ⑩） にチェ ッ ク を入 
れる と、 解析の際にジ ッ タ を考慮し な く な り ます。

Step8 [ 必須 ].  [Time] 欄 （図 8-16 ⑤） に入力信号のセ ッ ト ア ッ プ時間制約の値を入力し ます。

[Input Delay] ボ ッ ク スにチェ ッ クが入っている場合は、 データの最大遅延を入力し ます。

制約の基準は入力データ を ラ ッチする ク ロ ッ ク エ ッ ジです。制約の基準と な る ク ロ ッ ク エ ッ ジ と、デ
バイ ス内でデータ を ラ ッチする ク ロ ッ ク エ ッ ジが別の場合は Step9 で説明する [Clock Offset] で補正 
し ます。

Step9 [ 必須 ].  [Hold-time] 欄 （図 8-16 ⑥） に入力信号のホール ド時間制約の値を入力し ます。

[Input Delay] ボ ッ ク スにチェ ッ クが入っている場合は、 データの最小遅延を入力し ます。 制約の基準 
は入力データ を ラ ッチする ク ロ ッ ク エ ッ ジです。制約の基準と な る ク ロ ッ ク エ ッ ジ と、デバイ ス内で
データ を ラ ッチする ク ロ ッ ク エ ッ ジが別の場合は Step9 で説明する [Clock Offset] で補正し ます。

Step10 [ オプシ ョ ン ].  タ イ ミ ング制約 （セ ッ ト ア ッ プ／ホール ド時間 , 入力遅延） の基準と なる ク ロ ッ    
ク エ ッ ジ と、 回路内でデータ を ラ ッ チする ク ロ ッ ク エ ッ ジが異な る場合、 [Clock Offset] ボ ッ ク スに 
適当な値を入力する こ と によ り 、 ク ロ ッ ク エ ッ ジの位置補正を行います。

例えば、出力側が立ち上が り エ ッ ジを基準にタ イ ミ ングを定義し ているのに対し て、入力側では立下
り エ ッ ジでデータ を ラ ッ チ し た場合、 立ち上が り エ ッ ジを基準に タ イ ミ ング制約を入力し、 [Clock 
Offset] 欄に [0.5] （デューテ ィ 比が 1:1 の場合） と入力する と、 1/2 ク ロ ッ クサイ クル遅れた立ち下 り
エ ッ ジを基準にタ イ ミ ング解析が行われます。

図 8-21. Clock Offset 設定

制約の基準と な る ク ロ ッ ク エ ッ ジ とデータ を ラ ッチする ク ロ ッ ク エ ッ ジが同じ場合は、[Clock Offset] 
の設定は必要あ り ません。
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Step11 [ 必須 ]. 必要な項目の入力が完了し た ら、 ウ イ ン ド ウ右下の [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

　 設定された内容は、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの [Timing Preferences] シー ト に表示されます。 設定を変更 
する場合は、 [Timing Preferences] に表示されている制約をダブルク リ ッ ク し ます。 削除する場合は、 制約を 
選択し てキーボード の [Delete] キーを押し ます。

8.4.3 データ出力遅延の制約設定

　 ク ロ ッ ク エ ッ ジを基準 と し て出力データ の遅延制約を設定する こ と がで き ます。 デバイ ス間で共通の ク
ロ ッ ク を用いてデータの送受信を行っている場合に、 この制約を設定し ます。

　 *****------------------
• 遅延を正し く 解析させるためには、 出力負荷の設定 （8.4.9 項） が必要です

• この制約では、 入力ポー ト から レジス タ を介さずに出力ポー ト へ抜けてい く パスの解析はでき ませ
ん。 そのよ う な場合の制約は 8.4.7 項を参照し て く ださい

　 *****------------------

　 設定を行 う には、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの左側に表示されている ア イ コ ン を ク リ ッ ク し、 設定ウ
イ ン ド ウ を起動し ます （図 8-22）。

図 8-22. 出力遅延制約設定

　 設定は以下の手順で行います。

Step1 [ 必須 ] 　 [Type] 欄 （図 8-22 ①） で [CLOCK_TO_OUT] を選択し ます。

Step2 [ 必須 ] 　  [Second Type] 欄 （図 8-22 ②） で、 制約を与え る対象のタ イプを選択し ます。

[All Ports] は全ての入力信号に対し て共通の制約を設定する場合、[Individual Ports] は各ポー ト に個別  
の制約を設定する場合、 [Group] はグループ （グループの生成方法は 8.4.8 項を参照） 内のポー ト に対
し て共通の制約を設定する場合に選択し ます。

①

②

③

⑧
⑨

⑤

④

⑥

⑦

⑩

⑪
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Step3 [ 必須 ] 　 制約を設定するデータ出力ポー ト を選択し ます。

[Individual Ports] と [Group] を選択し た場合は、 [Available ****] 欄 ※ に制約を与え る対象と なるポー  
ト も し く はグループが表示されます （図 8-22 ③）。

　 ※ **** は [Second Type] の選択で変化

表示されたポー ト から制約を設定するデータ出力ポー ト （またはグループ） を選択し ます。Shift キー
と Ctrl キーを使用する と複数のポー ト を選択する こ と もでき ます。

Shift キー : 選択し た ２ つのポー ト 間の全てのポー ト

Ctrl キー : 選択し たポー ト 全て

Step4 [ オプシ ョ ン ] 　 出力ク ロ ッ ク を選択し ます。

出力ク ロ ッ クに対し て出力データ遅延を指定する場合には、 [Clock Out Ports] 欄 （図 8-22 ⑪） に リ    
ス ト ア ッ プされている出力ク ロ ッ クの中から該当する ク ロ ッ ク を選択し ます。出力ク ロ ッ ク に対する
制約と し ない場合、 [Clock Out Ports] 欄では何も選択し ないよ う にし ます。

Step5 [ 必須 ] 　 遅延計算の基準と な る ク ロ ッ ク を選択し ます。

ネ ッ ト リ ス ト から抽出されて リ ス ト ア ッ プされている [Clock Ports/Nets] 欄 （図 8-22 ④） 内のク ロ ッ  
ク ポー ト の中から選択し ます。

　 *****-------------------
• 入力ク ロ ッ クの場合、 ク ロ ッ ク ネ ッ ト （シンボル ） を選択する と入力バッ フ ァ の遅延が計算され
ず、 正し く 解析が行われませんので注意し ます

• 本制約の解析では、 出力ク ロ ッ ク と出力データの遅延から位相差を計算し ます。 このため、 位相を比
較するには共通の基準点からの遅延を使用し て解析する必要があ り ます。 このステ ッ プでは、 その基準
点を選択し ます

　 *****------------------

Step6 [ 必須 ] 　 制約の設定方法を選択し ます。

当該デバイ スの出力遅延 （図 8-23、 tCOmin ／ tCOmax） を制約と し て設定する場合は、 [Output Delay]  
チェ ッ ク ボ ッ ク ス （図 8-22 ⑤） にチェ ッ クは入れません。 次段デバイ スのセ ッ ト ア ッ プ／ホール ド 
時間 （図 8-24、 tSetup ／ tHold） を制約と し て設定する場合は、 [Output Delay] ボ ッ ク スにチェ ッ ク を    
入れます。

図 8-23. 出力遅延制約例 [Output Delay] ボ ッ ク スチェ ッ ク無し

図 8-24. 出力遅延制約 [Output Delay] ボ ッ ク スチェ ッ ク有 り

Step7 [ オプシ ョ ン ] 　 データ出力かク ロ ッ ク出力どち らか一方の最終段のレジス タに、 PLL で位相シフ 
ト し た ク ロ ッ ク を使用し ている場合は、 位相のシフ ト 方向 （または基準と な る ク ロ ッ ク エ ッ ジ） の選
択を行います。 両方に同じ位相シフ ト し た ク ロ ッ ク を用いている場合は不要です。
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図 8-25. 出力遅延制約例 [PLL Phase Back] ボ ッ ク スチェ ッ ク無し

図 8-26. 出力遅延制約例 [PLL Phase Back] ボ ッ ク スチェ ッ ク有 り

図 8-25 のよ う に、 PLL の リ フ ァ レン ス ク ロ ッ ク を位相シフ ト させた ク ロ ッ ク が最終段のレジス タの 
ク ロ ッ ク と し て使用されている場合、 [PLL Phase Back] チェ ッ ク ボ ッ ク ス （図 8-22 ⑥） にチェ ッ ク   
が入っていない と、 入力の基準ク ロ ッ ク よ り も遅れた （正の方向にシフ ト し た） ク ロ ッ ク エ ッ ジを基
準に出力遅延を算出し ます。 このため、場合によ っては算出された値が ク ロ ッ ク 1 サイ クルを超えて 
し ま う こ と があ り ます。

これに対し [PLL Phase Back] チェ ッ ク ボ ッ ク スにチェ ッ クが入っている と、 基準ク ロ ッ ク よ り 早い  
（マイナス方向にシフ ト された） ク ロ ッ ク エ ッ ジを基準に出力遅延の算出を行います （図 8-26）。

Step8 [ 必須 ] 　  [Time] 欄 （図 8-22 ⑦） に制約の設定値を入力し ます。

入力する値は、 基準ク ロ ッ クからの最大遅延 （図 8-23、 tCOmax） も し く は次段デバイ スのセ ッ ト ア ッ   
プ時間 （図 8-24、 tSetup） です。

Step9 [ オプシ ョ ン ] 　 [Min Time] 欄 （図 8-22 ⑧） に制約の設定値を入力し ます。

入力する値は、 基準ク ロ ッ クからの最小遅延 （図 8-23、 tCOmin） も し く は次段デバイ スのホール ド時  
間 （図 8-24、 tHold） です。

図 8-27. Clock Offset の設定例

Step10 [ オプシ ョ ン ] 　 制約の基準と なる ク ロ ッ ク エ ッ ジ と最終段のレジス タで使用される ク ロ ッ ク エ ッ 
ジが異な る場合や、出力の際はク ロ ッ ク／データ と もに立ち上が り エ ッ ジから生成されるのにそれを
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受けるデバイ スは立ち下が り エ ッ ジでラ ッチする場合など、 解析の補正を行 う ため [Clock Offset] 欄 
にエ ッ ジ間の時間 （デューテ ィ 比） を入力し ます。

[Clock Offset] 欄の補正値は、 ク ロ ッ クの High または Low の期間の割合を小数で入力し ます。 [1] で 
１ サイ クルの遅延、 [-1] ではク ロ ッ クの位相を 1 サイ クル分早める方向に補正されます。

Lattice Diamond の解析では、[ 出力遅延 ] = [ ク ロ ッ ク遅延 ] + [ 最終段レジス タから ポー ト への遅延 ]     
で計算されます。デフ ォル ト では 「基準と なる ク ロ ッ ク エ ッ ジ と最終段レジス タのク ロ ッ ク エ ッ ジは
同じ」 です。

表 8-1. ク ロ ッ ク エ ッ ジの組み合わせ と Offset 設定値

Step11 [ オプシ ョ ン ] 　 出力遅延の解析対象とするパスの始点と な る レジス タ を限定する場合は、 [From 
Cell:] ボタ ン （図 8-22 ⑩） を ク リ ッ ク し て立ち上がって く る ウ イ ン ド ウ上でレジス タ を選択し ます。

図 8-28 のよ う に複数のレジス タ出力が論理回路を介し て出力されている場合、[From Cell:] 欄でどち  
らかのレジス タ を選択する と、選択されたレジス タ を介するパスだけが解析されます。何も選択し な
ければ、 全てのパスが解析対象と な り ます。

図 8-28. 出力遅延の解析対象パスが複数になる例

Step12 [ 必須 ] 　 必要な項目の入力が完了し た ら、 [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

　 設定された内容は、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの [Timing Preferences] シー ト に表示されます。 設定を変更 
する場合は、 [Timing Preferences] に表示されている制約をダブルク リ ッ ク し ます。 削除する場合は、 制約を 
選択し てキーボード の [Delete] キーを押し ます。

　 *****------------------

• Lattice Diamond は、 この制約に対し て ク ロ ッ ク とデータの遅延が max 同士、 min 同士の組み合わせで
解析し ます。 しかし現実にはク ロ ッ ク／データそれぞれが min-max 間の遅延を取る こ と しか保証されて
いないため、 レポー ト 結果と は遅延値の逆転等が発生し ク ロ ッ ク とデータ間の位相が、 レポー ト された
範囲から外れる こ と も考え られます

•
• この制約で解析を行 う 場合は、 予め十分 （20% 程度） なマージンを設定し てお く こ と を推奨し ます

　 *****------------------

基準ク ロ ッ ク エ ッ ジ レジス タのク ロ ッ ク エ ッ ジ Clock Offset

立ち上がり 立ち上がり 0

立ち下がり 立ち下がり 0

立ち上がり 立ち下がり ク ロ ッ クの High 期間

立ち下がり 立ち上がり ク ロ ッ クの Low 期間
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8.4.4 特定パスのフ ォルスパス設定

　 BLOCK 制約でユーザが任意のパス を解析対象外 （フ ォルスパス） に指定する （タ イ ミ ング解析をブロ ッ
クする） こ と ができ ます。 以下のよ う なパスでフ ォルスパスに指定する こ と ができ ます。

　 特定のネ ッ ト 、 或いはバス を通るパス

　 特定のグループ間、 ク ロ ッ ク ネ ッ ト 間、 ポー ト 間、 ASIC （マ ク ロ） 間、 など

　 *****------------------
• 特定の条件でデザイ ン全体にフ ォルスパス設定を行 う こ と もでき ます （8.4.5 項参照）

　 *****------------------

　 設定を行 う ためには、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの左側に表示されている ア イ コ ン を ク リ ッ ク し、 設
定ウ イ ン ド ウ を起動し ます （図 8-29）。 設定は以下のよ う に行います。

[Type] 欄 ( 図 8-29 ① ) で [Block Nets] または [Block Buses] を選択 ：

ネ ッ ト やバス を含むパス をフ ォルスパスに設定する場合です。 ウ イ ン ド ウ中段の欄 ( 図 8-29 ② ) に 
指定可能なネ ッ ト 名 ・ バス名が表示されますので、 制約対象外と するオブジェ ク ト を選択し ます。 そ
れを含む全てのパスがタ イ ミ ング解析の対象からはずされます。

図 8-30 を例に挙げる と、 論理回路 [Function2] の出力 [net1] を選択し た場合、 レジス タ Reg_b から レ    
ジス タ Reg_1/2/3 へのパス と、 レジス タ Reg_c から レジス タ Reg_1/2/3 へのパスがフ ォルスパスにな
り ます （図 8-30 の赤 く 塗られたパスがフ ォルスパス）。

図 8-29. フ ォルスパス設定 （左 ： ネ ッ ト （またはバス）、 右 ： グループ、 ク ロ ッ ク ネ ッ ト など）

[Type] 欄 ( 図 8-29 ① ) で [Block Path for (Groups)] を選択 ：

選択肢は ( 図 8-29 右、 ③ ) のよ う に Groups、 Clock Nets、 Ports、 Cells、 ASICs です。

指定し たエレ メ ン ト 間のパスやク ロ ッ ク ネ ッ ト 間全てをフ ォルスパスに設定する場合に選択し ます。
ウ イ ン ド ウ中段の左右の欄がア ク テ ィ ブにな り 、 選択可能なグループが表示されます。

左側の欄でパスの始点、右側の欄でパスの終点を選択し ます。始点／終点は両方指定する必要があ り
ます。

①

②

③
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図 8-30. フ ォルスパス設定の例

　 必要な項目の入力が完了し た ら、 [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 設定された内容は、 スプレ ッ ド シー ト ・
ビ ューの [Timing Preferences] シー ト に表示されます。 設定を変更する場合は、 [Timing Preferences] に表示さ  
れている制約をダブルク リ ッ ク し ます。 削除する場合は、 制約を選択し てキーボード の [Delete] キーを押し
ます。

8.4.5 デザイ ン全体に対する フ ォルスパス設定

　 BLOCK 制約ではまた、 非同期 リ セ ッ ト のパスや異な る ク ロ ッ ク ド メ イ ン間パス を一括し てフ ォルスパス
に設定する こ と がで き ます。 設定は、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの [Global Preference] シー ト で行います 
（図 8-31）。 Global Preferences シー ト では他にも コ ンフ ィ グ条件等の様々な設定ができ ますが、 本項ではフ ォ   
ルスパス設定についてのみ説明し ます。

図 8-31. デザイ ン全体に対する フ ォルスパス設定

　 用意されている フ ォルスパス設定は以下です。

Block Asynchpaths ポー ト と レジス タ間のパスの解析を し ない

Block Resetpaths レジス タの非同期 SET ／ RESET ポー ト を通るパスの解析を し ない

③
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Block RD During WR Paths ブロ ッ ク メ モ リ の Read ／ Write ポー ト 間の解析を し ない。 ブロ ッ ク メ モ
リ の Read ／ Write 間の解析については、 設定と し ては用意されていますが現実的に意味
のあ る制約ではない

Block InterClock Domain Paths ク ロ ッ ク ド メ イ ンを またぐパスの解析を し ない

Block Jitter （8.4.1 項で記述し た CLOCK_JITTER 値指定など） ジ ッ タ を印加し た制約設定をす
べて無効に し た タ イ ミ ン グ 解析 を 行 う （注 ： Global Preference の一つ と し て定義 さ れ て い る 
「SYSTEM_JITTER」 は値を指定せず、 Default のまま とする こ と を推奨し ます）

ポー ト と レジス タ間のパスの解析

入力／出力ポー ト と レジス タ間のパス解析の設定です。 [Block Asynchpaths] の欄で設定し ます。

[OFF] を選択し た場合、 ポー ト を同期パスの始点／終点に見立て、 ク ロ ッ ク周期／周波数制約の対象
と し て解析を行います。 [ON （デフ ォル ト ） ] を選択し た場合、 ポー ト と レジス タ間のタ イ ミ ング解
析は行われません。

なお、 この設定にかかわらず、 [INPUT_SETUP] および [CLOCK_TO_OUTPUT] 制約に対する解析は行
われます。

図 8-32 で赤 く 塗られたパスが [Block Asynchpaths] を [ON] に設定する こ と で、 ク ロ ッ ク周期／周波  
数解析の対象外にな るパスです。

図 8-32. Block Asynchpaths の効果

レジス タの非同期セ ッ ト ／リ セ ッ ト ポー ト を通るパスの解析

レジス タの非同期 Set ／ Reset 入力から Q 出力へ抜けてい く パスの解析に関する設定です。 [Block
Resetpaths] の欄で設定し ます。

[ON] （デフ ォル ト ） を選択し た場合、 レジス タの非同期セ ッ ト ／ リ セ ッ ト ポー ト から Q 出力に抜け
てい く パスが解析の対象外と な り ます。

具体例を挙げる と、 [ON] に設定し た場合に図 8-33 （a） の青 く 塗られたパス （reg0 の Q 出力から 
Reg1 の非同期 リ セ ッ ト 入力まで） は解析されますが、。 図 8-33 （b） の赤 く 塗られたパス （reg0 の Q 
出力から Reg1 の非同期 リ セ ッ ト を介し て Reg2 の D 入力まで） は解析されません。

図 8-33. Block Resetpaths 設定で解析対象外と なるパス

[OFF] を選択し た際には、 両方のパスが解析されます。
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ク ロ ッ ク ド メ イ ンをまたぐパスの解析

パスの始点／終点のレジス タの 「異なる ク ロ ッ ク ド メ イ ン （ク ロ ッ ク名が異なるパス）」 のタ イ ミ ン
グ解析に関する設定です。 [Block InterClock Domain Paths] 欄で設定し ます。

こ こ での 「異なる ク ロ ッ ク ド メ イ ン （ク ロ ッ ク名が異なるパス）」 と は、 ク ロ ッ ク ソースが同じでス 
キ ューが計算でき る ク ロ ッ ク間のパス を表し ます。 例えば、 １ つの PLL から出力される ク ロ ッ ク間
や、 外部ピ ンか ら の入力 と その分周 ク ロ ッ ク 間 と いっ たパス です。 入力ピ ンが違っ て も 制約で ス
キ ューを定義し た ク ロ ッ ク間も含まれます。 スキ ューが計算できないク ロ ッ クは、 この設定に関わら
ず解析対象にはな り ません。

図 8-34. Block Inter… 制約の対象と なるパス （a） と な ら ないバス （b）

[ON] を選択し た場合、 異なる ク ロ ッ ク ド メ イ ン間のパスが解析されません。

　 なお、 この制約は他のどのよ う な タ イ ミ ング制約よ り も優先されます。 このためク ロ ッ ク ド メ イ ンを また
ぐパスにマルチサイ クルパス設定等を行っていて も、Block InterClock Domain Paths が優先されるためマルチ   
サイ クルパス設定は無効にな り ます。 特段の意図がない限り、 この設定は必ず [OFF] にし ておきます。

8.4.6 マルチサイ クルパス設定

　 MULTICYCLE 制約で特定のパスに対し て、複数ク ロ ッ クサイ クルでのデータ伝送を想定し た制約を設定す

る こ と ができ ます。 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの左側に表示されている ア イ コ ン を ク リ ッ ク し、 設定ウ
イ ン ド ウ を起動し ます （図 8-35）。

マルチサイ クルパス設定は以下の手順で行います。

Step1 [ 必須 ] 　  [Type] 欄 （図 8-35 ①） で、 制約のタ イプを選択し ます。

選択する タ イプによ って、制約の内容と設定するパスの始点／終点と し て選択でき る対象が異な り ま
す。

[General] はパスの始点／終点と し て ク ロ ッ ク ネ ッ ト および特定のレジス タやグループを設定する こ
と ができ ます。 [Clock Net to Clock Net] はク ロ ッ クのみ、 [Slow/Fast Path Exception] はグループのみ       
をパスの始点／終点と し て選択でき ます。

Step2 [ 必須 ] 　 [MultiCycle] 欄で、 パスの始点／終点を選択し ます。

Step1 で選択し た タ イプに応じ て設定可能なオブジェ ク ト の選択ボタ ン （<path_elem> と CLKNET< ＊
net> ボタ ン） がア ク テ ィ ブになっています （図 8-35 ②③）。 ア ク テ ィ ブになっているボタ ンを ク リ ッ 
クする と、 オブジェ ク ト 選択ウ イ ン ド ウが立ち上が り ます。

[CLKNET< ＊ net>] を ク リ ッ ク し た場合は、ク ロ ッ クのみが選択でき る ウ イ ン ド ウが立ち上が り ます。
表示されている ク ロ ッ ク から １ つを選択し て [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

[<path_elem>] を ク リ ッ ク し た場合は、 ロ ジ ッ ク リ ソース を選択する ウ イ ン ド ウが立ち上が り ます。 こ
のウ イ ン ド ウでは、 まずオブジェ ク ト のタ イプを選択し ます （図 8-36 ①）。
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図 8-35. マルチサイ クルパス設定

図 8-36. 　 マルチサイ クルパスのオブジェ ク ト 選択

ウ イ ン ド ウ右側に表示される対象のタ イプにチェ ッ ク を入れる と左側の欄に選択
可能なオブジェ ク ト が表示されます。 タ イプの表示は [Cell] がレジス タ、 [Port] がポー ト 、 [Group] が
オブジェ ク ト のグループ、 [ASIC] が EBR 等のエンベデッ ド モジュールを表し ています。 タ イプおよ
びオブジェ ク ト を選択し た ら ウ イ ン ド ウ右上の [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

始点／終点は両方設定する必要はあ り ません。始点のみを設定し た場合はそのオブジェ ク ト を始点と
する全てのパスが、終点のみを設定し た場合はそのオブジェ ク ト を終点とする全てのパスが制約の対
象と な り ます。

Step3 [ オプシ ョ ン ] 制約を与え るパスのタ イプを選択し ます。

[Path Type] 欄 （図 8-35 ⑥） の設定によ り 、 制約の対象と なるパス を制限する こ と ができ ます。

[UNKNOWN] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、 Step2 で設定し た内容に該当する全てのパスが制約
の対象と な り ます。

[READPATH] を選択し た場合は、 分散 メ モ リ 周辺のパスのみが制約の対象と な り ます。

①

②

③
④

⑤

⑥
⑦

①
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[SAMECLKEN] を選択し た場合は、 共通の ク ロ ッ ク イ ネーブル信号が接続されているパスだけが制約
の対象と な り ます。

[CLKEN_NET] を選択し た場合は、 ClkEnNet 欄 （図 8-35 ⑦） で指定し た ク ロ ッ ク イネーブル信号が 
接続されているパスだけが制約の対象と な り ます。

Step4 [ 必須 ] 　 パスに与え る制約のタ イプを選択し ます。

[Time] は遅延時間、 [×] は元の制約 （周期） に対し て何倍にするかを設定し ます。 この中から １ つを  
選択し てチェ ッ ク を入れます （図 8-35 ④）。

Step5 [ 必須 ] 　 制約値を設定し ます。

制約値を設定値欄に入力し ます （図 8-35 ⑤）。 Step4 で [×] にチェ ッ ク を入れている場合は、 元にな 
る制約も選択し ます。

[X_SOURCE] を選択し た場合は、始点側レジス タの ク ロ ッ ク制約が基準にな り ます。[X_DEST] および
[×] を選択し た場合は、 終点側レジス タの ク ロ ッ ク制約が基準にな り ます。

Step6 [ 必須 ] 　 必要な項目の入力が完了し た ら、 [Add] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

　 設定された内容は、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの [Timing Preferences] シー ト に表示されます。 設定を変更 
する場合は、 [Timing Preferences] に表示されている制約をダブルク リ ッ ク し ます。 削除する場合は、 制約を 
選択し てキーボード の [Delete] キーを押し ます。

8.4.7 特定パス／ネ ッ ト に対する最大遅延設定

　 （MAXDELAY 制約で） 特定のパスに対し て、 最大遅延を設定する こ と ができ ます。 設定を行 う には、 スプ

レ ッ ド シー ト ・ ビ ューの左側に表示されている ア イ コ ン  を ク リ ッ ク し、 設定ウ イ ン ド ウ を起動し ます 
（図 8-37）。

図 8-37. 最大遅延制約の設定

　 設定は以下の手順で行います。

Step1 [ 必須 ] 　 パスの始点／終点を選択し ます。

[From] 欄 （図 8-37 ①） または [To] 欄 （図 8-37 ②） の [<path_elem>] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 パス  
の始点または終点と な るオブジェ ク ト を選択する ウ イ ン ド ウが立ち上が り ます。

①

②

③
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図 8-38. 最大遅延制約のオブジェ ク ト 選択

このウ イ ン ド ウでは、 まずオブジェ ク ト のタ イプを選択し ます （図 8-38 ①）。 ウ イ ン ド ウ右側に表示 
される対象のタ イプにチェ ッ ク を入れる と左側の欄に選択可能なオブジェ ク ト が表示されます。タ イ
プの表示は [Cell] がレジス タ、 [Port] がポー ト 、 [Group] がオブジェ ク ト のグループ、 [ASIC] が EBR
等のエンベデッ ド モジ ュールを表し ています。タ イプおよびオブジェ ク ト を選択し た ら ウ イ ン ド ウ右
上の [OK] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

始点／終点は両方設定する必要はあ り ません。始点のみを設定し た場合はそのオブジェ ク ト を始点と
する全てのパスが、終点のみを設定し た場合はそのオブジェ ク ト を終点とする全てのパスが制約の対
象と な り ます。

Step2 [ 必須 ] 　 パスに与え る制約を設定し ます （図 8-37 ③）。

Step3 [ 必須 ] 　 必要な項目の入力が完了し た ら、 [Add] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

　 設定された内容は、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの [Timing Preferences] シー ト に表示されます。 設定を変更 
する場合は、 [Timing Preferences] に表示されている制約をダブルク リ ッ ク し ます。 削除する場合は、 制約を 
選択し てキーボード の [Delete] キーを押し ます。

　 *****------------------
• 特定のネ ッ ト に対し て最大遅延制約をかける こ と もでき ますが、 これは制約フ ァ イルへの記述と な り
ます

　 *****-----------------

8.4.8 タ イ ミ ング制約設定用グループの作成

　 制約設定を効率的に行 う ために、 タ イ ミ ング検証の対象を ま と めたグループを生成する こ と ができ ます。
これを使用する こ と によ り 、 IO のタ イ ミ ング制約や、 内部信号に対する タ イ ミ ング制約の際に、 ま と めて制
約を設定する こ と ができ ます。

　 グループを作成するには、スプレ ッ ド シー ト ・ビ ューの左側に表示されている ア イ コ ン を ク リ ッ ク し、
設定ウ イ ン ド ウ を起動し ます （図 8-39）。

①
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図 8-39. グループの生成

　 設定は以下の手順で行います。

Step1 [ 必須 ] 　  [Group name] 欄 （図 8-39 ①） に、 生成する グループ名を入力し ます。

Step2 [ 必須 ] 　  [Type] 欄 （図 8-39 ②） 生成する グループのオブジェ ク ト のタ イプを選択し ます。

選択でき る タ イプは 3 つです。 [Cell] はレジス タ、 [Port] は入出力ピン、 [ASIC] はブロ ッ ク RAM や 
PLL などエンベデッ ド モジュールのポー ト のグループを生成する場合に選択し ます。

Step3. [ オプシ ョ ン ] グループに追加する対象を選択する前に、必要に応じ てフ ィ ルタ リ ングを行います。

手順は Step2 で選択し た タ イプによ って異な り ます。

タ イプ と し て [ASIC] を選択し た場合

中段左側の欄 （図 8-39 ⑥） にデザイ ン内のブロ ッ ク RAM や PLL 等のイ ン ス タ ン ス名が表示さ 
れます。

この欄でイ ン ス タ ン ス名を選択する と、 中央の欄 （図 8-39 ③） に選択し たブロ ッ ク のポー ト 名 
が表示されます。 この中から グループに追加するポー ト を選択し ます。

タ イプ と し て [Cell] を選択し た場合

中段中央の欄 （図 8-39 ③） にデザイ ン内のレジス タのイ ン ス タ ン ス名が表示されます。 デフ ォ 
ル ト では、 全てのイ ン ス タ ン ス名が表示されますが、 イ ン ス タ ン ス名や回路構成でフ ィ ルタ リ
ングする こ と ができ ます。

・ イ ンス タ ンス名による フ ィ ルタ リ ング

　 [Filter] 欄 （図 8-39 ④） に正規表現でフ ィ ルタ リ ング条件を入力すれば、 一致し た イ ン ス タ 
ン ス名のみが中段中央のボ ッ ク スに リ ス ト されます。

・ 回路構成による フ ィ ルタ リ ング

　 [Group name] 欄の下にあ る [By] 欄 （図 8-39 ⑤） から フ ィ ルタ リ ング条件を選択する こ と で、  
回路構成によ る フ ィ ルタ リ ングを行 う こ と ができ ます。 [Type] が [Cell] の場合は、 [By] 欄で以
下の条件を選択でき ます。

① ②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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-- By Clock  : レジス タの ク ロ ッ ク でフ ィ ルタ リ ングを行います。

-- By Clock Enable : レジス タの ク ロ ッ ク イ ネーブル信号でフ ィ ルタ リ ングを行います。

-- By Instance : デフ ォル ト 設定です。 回路構成によ る フ ィ ルタ リ ングを行いません。

-- By Sync Reset : レジス タの同期 Set/Reset 信号でフ ィ ルタ リ ングを行います。

-- By Async Reset : レジス タの非同期 Set/Reset 信号でフ ィ ルタ リ ングを行います。

[By Instance] 以外を選択する と、 それに対応し た信号が中段左側の欄に表示されます （図 8-39   
⑥）。 [By Clock] を選ぶとデザイ ン内の ク ロ ッ ク信号が、 [By Clock Enable] を選択する とデザイ    
ン内の ク ロ ッ ク イ ネーブル信号が表示されます。

これらの信号を選択する と、 中央の欄にはその信号が接続されている イ ン ス タ ン ス名のみが表
示されます。 この状態から、 さ らにイ ン ス タ ン ス名でフ ィ ルタ リ ングする こ と も可能です。

タ イプ と し て [Port] を選択し た場合

タ イプ と し て [Port] を選択し た場合、 中段中央の欄にデザイ ン内のポー ト 名が表示されます。
デフ ォル ト では、 全てのポー ト 名が表示されますが、 ポー ト 名や方向性によ り フ ィ ルタ リ ング
する こ と ができ ます。

・ ポー ト 名による フ ィ ルタ リ ング

ポー ト 名が リ ス ト されているボ ッ ク スの下に [Filter] ボ ッ ク スがあ り ます （図 8-39 ④）。 この欄 
内に正規表現でフ ィ ルタ リ ング条件を入力すれば、 一致し たポー ト 名のみが中段中央のボ ッ ク
スに表示されます。

・ 方向性による フ ィ ルタ リ ング

[Group name] ボ ッ ク スの下にあ る [By] 欄から フ ィ ルタ リ ング条件を選択する こ と で、 方向性に 
よ る フ ィ ルタ リ ングを行 う こ と ができ ます。 [Type] が [Port] の場合は、 [By] 欄で以下の条件を
選択でき ます。 選択し た条件に従って、 ポー ト 名が中央のボ ッ ク スに表示されます。

-- Input Ports  : 入力ポー ト のみ

-- Output Ports : 出力ポー ト のみ

-- Bidi Ports : 双方向ポー ト のみ

-- All Ports : 全てのポー ト

Step4 [ 必須 ] 　 オブジェ ク ト を選択し、 グループに追加し ます。

中段の ”Available Instances” や ”Selected Instances” ボ ッ ク スに表示されているオブジェ ク ト に対する  
図 8-39 内⑦枠内の各ボタ ンに対する ア ク シ ョ ンは以下の とお り です。

ボタ ン ： Available Instances の中から特定のオブジェ ク ト （イ ン ス タ ン スやポー ト ） を追加する 
場合、 欄内で追加する対象を選択し て、 このボタ ンを ク リ ッ クする

ボタ ン：Available Instances の全オブジェ ク ト をグループに追加する場合に、このボタ ンを ク リ ッ 
クする

ボタ ン ： Selected Instances 内の特定オブジェ ク ト をグループから削除する場合は、 欄内で削除 
する対象を選択し て、 このボタ ンを ク リ ッ ク

ボタ ン ： Selected Instances 内の全オブジェ ク ト をグループから削除する場合、 このボタ ンを ク 
リ ッ ク

ボタ ン ： [Filter] に入力し た正規表現に一致するオブジェ ク ト が Available Instances 欄内に表示さ 
れている状態で、 その全てを追加する場合に、 このボタ ンを ク リ ッ クする。 ただし、 こ の場
合回路構成条件やポー ト の方向性を無視し て名前が一致する全てのオブジェ ク ト が対象と な
るため、 使用する際は十分に注意し て く ださい。

Step5 [ 必須 ] 　 オブジェ ク ト の追加が完了し た ら、 ウ イ ン ド ウ右下の [Add] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。



8-29 JUG_D3.3spreadsheet_v1.0

スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ュー

　 設定された内容は、 スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューの [Group] シー ト に表示されます。 設定を変更する場合は、
[Timing Preferences] に表示されている制約をダブルク リ ッ ク し ます。 削除する場合は、 制約を選択し てキー 
ボード の [Delete] キーを押し ます。

8.4.9 出力負荷の設定

　 出力ピン （または双方向ピン） からの信号遅延を よ り 正確に見積も るために、 負荷容量を設定する こ と が
でき ます。 負荷は [Port Assignments] シー ト で、 出力ポー ト の [Output Port] 列のセルに入力 （図 8-40）、 単位    
は pF です。

　 本負荷容量は出力遅延の解析に加えて、 SSO アナラ イザでも使用し ます。 同時ス イ ッチング ノ イ ズ量は本
容量値が 0 の場合は有効な値が得られませんので、 留意し て く だ さい。

図 8-40. 出力負荷の設定

8.5 配線関連の制約

8.5.1 ク ロ ッ ク専用配線 リ ソースの指定

　 ク ロ ッ ク 専用配線の リ ソ ース指定や ク ワ ド ラ ン ト （Quadrant） 分割設定は、 SpreadsheetView の [Clock
Resource] シー ト で行います （図 8-41）。

図 8-41. ク ロ ッ ク リ ソースの選択

　 設定は以下の手順で行います。
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Step1 [ オプシ ョ ン ].  [Selection] 行のセルで使用する ク ロ ッ ク専用配線 リ ソース を選択し ます。

セルをダブルク リ ッ クする と選択可能状態にな り ます。 キーボード の [ ↑ ] または [ ↓ ] キーを押す
と、 選択内容を切 り 替え られます。 また、  ボタ ンを ク リ ッ クする と選択肢の一覧が表示されます。

[Selection] 行では、 以下のものが選択でき ます。 　 　 　

Primary : Primary ク ロ ッ ク ネ ッ ト ワークにアサイ ンする （ク ロ ッ クのみ選択可）

Secondary : Secondary ク ロ ッ ク ネ ッ ト ワーク にアサイ ンする

Prohibit Primary : Primary ク ロ ッ ク ネ ッ ト ワークにはアサイ ン し ない

Prohibit Secondary : Secondary ク ロ ッ ク ネ ッ ト ワーク にはアサイ ン し ない

Prohibit Both : 両ク ロ ッ ク専用配線にはアサイ ン し ない

　 *****--------------------
• アサイ ンする配線が選択されていないク ロ ッ クは、 配置配線実行時にツールが自動で選択し ます

　 *****--------------------

Step2 [ オプシ ョ ン ].  [Quadrant] 行のセルで使用する ク ワ ド ラ ン ト を選択し ます。

Lattice FPGA では、 デバイ ス を 4 つの領域 （Quadrant ： ク ワ ド ラ ン ト ） に分割し て使用でき る ク ロ ッ 
ク配線があ り ます。 分割し て使用する場合は、 その領域を選択し ます。

　 *****--------------------
• ク ワ ド ラ ン ト 分割は、 ほ と んどのデバイ スで Primary ク ロ ッ ク でのみサポー ト されます

• [Selection] セルで ク ワ ド ラ ン ト 分割でき ないク ロ ッ ク配線を選択し ている場合は、 [Quadrant] 行がグ
レーア ウ ト されます

• なにも選択し ない場合は、 全ての ク ワ ド ラ ン ト が使用されます
　 *****--------------------

表示される選択肢は、 それぞれ以下の領域を表し ています。

TL : 左上の ク ワ ド ラ ン ト のみ TR : 右上の ク ワ ド ラ ン ト のみ

BL : 左下の ク ワ ド ラ ン ト のみ BR : 右下の ク ワ ド ラ ン ト のみ

TL_TR : 上側半分 TR_BR : 右側半分

BR_BL : 下側半分 BL_TL : 左側半分

ALL : 全ク ワ ド ラ ン ト （Global）

Step3 [ オプシ ョ ン ].  [DCS/PURE] 行のセルで使用する ク ロ ッ ク ラ イ ンの選択を行います。

Primary ク ロ ッ ク配線の う ち、 何本か （フ ァ ミ リ によ り 異な る） は、 DCS （Dynamic Clock Select - ハ    
ザード の出ないク ロ ッ ク選択回路） を持ちます （図 8-42）。 この設定では [DCS を介し てレジス タに 
接続される ク ロ ッ ク配線 （DCS） ] か、[DCS を介さ ないでレジス タに接続される ク ロ ッ ク配線 （PURE）
] かを選択し ます。

図 8-42. Primary ク ロ ッ ク配線

　 *****--------------------
• DCS は HDL ソースに明示的にイ ン ス タ ン ス し なければ、 セレ ク タ と し ての機能は実装されず （セレ
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ク ト 信号が固定）、 単な るバッ フ ァ と な り ます

• DCS を持つ配線は、 DCS を持たない配線に比べク ロ ッ クバッ フ ァ から レジス タ までの遅延が大き く
な り ますが、 DCS の有無は同期回路の動作周波数に影響を与えません

• 何も選択されていなければツールが任意にアサイ ンを行います （DCS を持たないク ロ ッ ク配線から ア
サイ ン されます）

　 *****--------------------

8.5.2 特定ネ ッ ト の配線優先度指定

　 特定の信号に対し、 Place & Route プ ロ セ スでの配線処理の優先度を設定する こ と がで き ます。 設定は、  
SpreadsheetView の [Route Priority] シー ト で行いますが、 優先度を設定する信号の選択には、 GUI ツールネ ッ 
ト リ ス ト ・ ビ ューも起動する必要があ り ます。

　 設定は、 以下の手順で行います。

Step1 [ 必須 ] 　 プロ ジェ ク ト ・ ナビゲータのツールバーから、 ア イ コ ン を ク リ ッ ク し てネ ッ ト リ ス 
ト ・ ビ ューを起動し ます。

ツールバーで、 ア イ コ ン を ク リ ッ クする とデザイ ン内の信号名の リ ス ト が表示されます。

Step2 [ 必須 ] 　 ネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューに表示されている信号名から配線優先度を設定する信号名を選択 
し、 SpreadsheetView の [Route Priority] シー ト へド ラ ッ グ し ます。

この処理を行 う には、 事前に SpreadsheetView で [Route Priority] シー ト を選択し てお く 必要があ り ま 
す。 また、 GUI をカス タマイ ズ し てネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューと スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ューが同時に表示
される よ う にし てお く 必要があ り ます。

Step3[ 必須 ] 　 [Route Priority] シー ト 上で、 信号の優先度を設定し ます。

優先度は [Prioritize] 行のセルで数値を設定する こ と で行います （図 8-44）。 セル内の値が大きいほど 
優先度が高いこ と を表し ます。 デフ ォル ト 値は全て [3] です。 値の最大値は 100 です。

図 8-43. ネ ッ ト リ ス ト ・ ビ ューの起動
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図 8-44. 配線の優先度設定

8.6 コ ンフ ィ グレーシ ョ ン関連の設定

　 コ ンフ ィ グレーシ ョ ン関連の設定は、 SpreadsheetView の [Global Preference] シー ト で行います （図 8-45）。

図 8-45. コ ンフ ィ グレーシ ョ ン関連の設定

　 コ ンフ ィ グ関連の設定は、 デバイスフ ァ ミ リ によ って表示 （サポー ト する） 項目が異な り ます。 主な設定
と し ては以下のものがあ り ます （Global Preference シー ト にはサポー ト される もののみが表示されます）。
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PERSISTENT

コ ンフ ィ グレーシ ョ ン完了後にユーザ I/O と し て使用でき る sysCONFIG （コ ンフ ィ グレーシ ョ ン関
連） ピンに関する設定です。

[OFF] を選択し た場合、 sysCONFIG ピンはコ ンフ ィ グレーシ ョ ン完了後にユーザ I/O と し て使用で
き ます。

[ON] を選択し た場合、 sysCONFIG ピンは内部のコ ンフ ィ グデータへア ク セスする ピン と し て機能し
ます。 このためユーザ IO と し て使用でき ません。

CONFIGMODE

コ ンフ ィ グレーシ ョ ンモード の選択を し ます。 この設定は DRC の際に、 コ ンフ ィ グレーシ ョ ン関連
のピンについてチェ ッ クする際にのみ参照されます。

実デバイ スのコ ンフ ィ グレーシ ョ ンモード は専用ピンによ って決められるので、この設定はデバイ ス
でのコ ンフ ィ グレーシ ョ ンモード には影響を与えません。

DONE_OD

コ ンフ ィ グレーシ ョ ンの完了を通知する DONE ピンのバッ フ ァ タ イプに関する設定です。

[ON] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、 DONE ピンはオープン ド レ イ ンになっています。

[OFF] を選択し た場合は、 VCCIO 電圧に依存し た High レベルを出力でき ます。

DONE_PULL

コ ンフ ィ グレーシ ョ ンの完了を通知する DONE ピンの内部 pull-up 抵抗に関する設定です。

[ON] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、 DONE ピンが内部で pull-up されます。

[OFF] を選択し た場合は、 内部で pull-up されません。

DONE_EX

コ ンフ ィ グレーシ ョ ン完了後のス ター ト ア ッ プ ・ シーケン スに関する設定です。

[OFF] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、 コ ンフ ィ グレーシ ョ ンが完了する と、 無条件にス ター ト  
ア ッ プ ・ シーケン スが開始されます （DONE は当該デバイ スが出力）。

[ON] を選択し た場合は、 コ ンフ ィ グレーシ ョ ン完了後、外部から DONE ピンが High レベルに ド ラ イ
ブされる まで、 ス ター ト ア ッ プ ・ シーケン スの開始を待ちます。

　 *****------------------
• DONE_EX = ON に設定し た場合は、 必ず DONE_OD = ON も し く は DONE_PULL = OFF に設定し て く
ださい。 また、 WAKE UP シーケン スは必ず １ ～ 7 の中から選択し て く ださい

　 *****------------------

MCCLK_FREQ

マス タモード でコ ンフ ィ グレーシ ョ ンを行 う 際に、デバイ スから出力する ク ロ ッ ク周波数を選択し ま
す。 単位は MH ｚ です。

コ ンフ ィ グレーシ ョ ン時間を短 く し たい場合は、使用する コ ンフ ィ グレーシ ョ ン メ モ リ がサポー ト で
き る範囲内で高速な ク ロ ッ ク周波数を選択し て く だ さい。

また、 SED マ ク ロ を使用する場合は、 HDL ソース内で記述する SED マ ク ロのク ロ ッ ク周波数と この
設定値を同じにし て く ださい。

CONFIG_SECURE

コ ンフ ィ グレーシ ョ ン完了後のデータ読み出し （Read Back） 動作に関する設定です。

[OFF] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、 JTAG ポー ト または sysCONFIG ポー ト からデバイ ス内のコ
ンフ ィ グレーシ ョ ンデータ を Read Back でき ます。

[ON] を選択し た場合は、 JTAG ポー ト または sysCONFIG ポー ト からの Read Back を禁止し ます。
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WAKE_UP

コ ンフ ィ グレーシ ョ ン完了後に、デバイ ス をユーザモード に移行する際のシーケン ス（WAKE UP シー 
ケン ス） を選択し ます。

内部 リ セ ッ ト の解除タ イ ミ ング、 I/O ピンのユーザモードへの切 り 替え、 DONE 信号立ち上が り のタ
イ ミ ングなどを制御し ます。

シーケン ス ご と に番号が設定されていますので、 その番号を選択し て く ださい。番号と シーケン スの
対応は、 各デバイ スのコ ンフ ィ グレーシ ョ ン関連のテ ク ニカル ノー ト を参照し て く ださい。

WAKE_ON_LOCK

コ ンフ ィ グレーシ ョ ン完了後に、 WAKE UP シーケン ス を開始する タ イ ミ ングの設定です。

[OFF] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、 コ ンフ ィ グレーシ ョ ン完了後に無条件で WAKE UP シーケ 
ン スが開始されます。

[ON] を選択し た場合は、 使用されている全ての PLL が LOCK 後に WAKE UP シーケン スが開始され 
ます。

COMPRESS_CONFIG

コ ンフ ィ グレーシ ョ ンデータ生成時のデータ圧縮に関する設定です。

[OFF] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、圧縮されないコ ンフ ィ グレーシ ョ ンデータが生成されます。

[ON] を選択し た場合は、 圧縮されたコ ンフ ィ グレーシ ョ ンデータが生成されます。 データの圧縮率
はオ リ ジナルのデータパターンに依存し ます。

INBUF

未使用の I/O への電源供給に関する設定です。

[OFF] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、 未使用の入力バッ フ ァ に対し て も電源が供給されます。

[ON] を選択し た場合は、 未使用の入力バッ フ ァに対し ての電源供給を止め、 消費電力を下げる こ と
ができ ます。

　 *****------------------
• Boundary Scan テス ト を行 う 場合は、 必ず [OFF] を選択し て く ださい

　 *****------------------

ENABLE_NDR

再コ ンフ ィ グレーシ ョ ンの際の、 I/O バッ フ ァの状態に関する設定です。

[OFF] （デフ ォル ト ） を選択し た場合は、 再コ ンフ ィ グレーシ ョ ン中は全ての I/O が Tri-state （+ 内 
部 pull-up） 状態にな り ます。

[ON] を選択し た場合は、 再コ ンフ ィ グレーシ ョ ン中はコ ンフ ィ グレーシ ョ ン開始前の状態を維持し
ます。

　 *****------------------
• 「再コ ンフ ィ グレーシ ョ ン」 は一度コ ンフ ィ グレーシ ョ ンが完了し た状態のデバイ スに、 JTAG からの
書き込みを行 う か PROGRAMN ピンを ト グルさせて強制的にコ ンフ ィ グレーシ ョ ンを開始させる こ と を
指し ます

　 *****------------------

MASTER_SPI_PORT

LatticeXP2 フ ァ ミ リ の sysCONFIG ポー ト の用途に関する設定です。

[DISABLE] （デフ ォル ト ） を選択し た場合、 sysCONFIG ポー ト をユーザ IO と し て使用でき ます。

[ENABLE] を選択し た場合、 sysCONFIG ポー ト が SPI のマス タモード と な り 、 外部の SPI flash メ モ リ  
から コ ンフ ィ グレーシ ョ ンデータの リ ード が行えます。
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SLAVE_SPI_PORT

LatticeXP2 フ ァ ミ リ の sysCONFIG ポー ト の用途に関する設定です。

[DISABLE] （デフ ォル ト ） を選択し た場合、 sysCONFIG ポー ト をユーザ IO と し て使用でき ます。

[ENABLE] を選択し た場合、 sysCONFIG ポー ト が SPI のス レーブモード と な り 、 外部から このポー ト
経由で LatticeXP2 内部のコ ンフ ィ グレーシ ョ ン メ モ リ の リ ード等が行えます。

MY_ASSP

LatticeXP2 フ ァ ミ リ で JTAG ポー ト から読み出すデバイ ス ID を変更するための設定です。

[OFF] （デフ ォル ト ） を選択し た場合、 デバイ ス ID は通常のデバイ ス固有の ID と な り ます。

[ON] を選択し た場合、 [USER CODE] と し て設定し た値がデバイ ス ID と な り ます。

ONE_TIME_PROGRAM

LatticeXP2 フ ァ ミ リ のコ ンフ ィ グレーシ ョ ンデータの書き換え防止のための設定です。

[OFF] （デフ ォル ト ） を選択し た場合、 何度でも内蔵 Flash メ モ リ 内のコ ンフ ィ グレーシ ョ ンデータ 
を書き換え られます。

[ON] を選択し た場合、 その設定で作成し たデータ を書き込むと その後はコ ンフ ィ グレーシ ョ ンデー
タの書き換えができな く な り ます。

　 *****------------------
• [ON] にし た場合でも、 [Tag メ モ リ ] の書き換え と、 ブロ ッ ク メ モ リ から内蔵 Flash メ モ リ へデータ を
保存する [Flash Bak] 機能は使用でき ます

　 *****------------------

CONFIG_VOLTAGE

sysCONFIG 用の IO バン ク に供給する電源電圧の設定です。

ピンアサイ ンの DRC の際に、 この電源電圧を基準に IO タ イプのアサイ ンをチェ ッ ク し ます。

STARTUP

コ ンフ ィ グ完了後のス ター ト ア ッ プ ・ シーケン スで使用する ク ロ ッ クの選択設定です。以下の ４ つか
ら １ つを選択し ます。

EXTERNAL : 外部から入力される ク ロ ッ ク を使用し ます。 モジ ュールを イ ン ス タ ン ス し ます。

TCLK : JTAG の TCK を使用し ます。

CCLK : CCLK ポー ト からの入力ク ロ ッ ク を使用し ます。

MCLK : MCLK ポー ト へ出力する ク ロ ッ ク （デバイ ス内で生成） を使用し ます。

[EXTERNAL] を選択し て も HDL ソースに [START] モジュールがイ ン ス タ ン ス されていない場合、 ス
ター ト ア ッ プ ・ シーケン スで使用される ク ロ ッ クはコ ンフ ィ グモード に依存し ます （コ ンフ ィ グで使
用された ク ロ ッ クが選択される）。

TCLK ／ CCLK ／ EXTERNAL を選択し た場合は、 DONE がアサー ト された後も継続し て 100 サイ ク
ル以上の ク ロ ッ ク を入力し続けて く ださい。
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8.7 改訂履歴

--- *** ---

Ver. Date page 内 　 容

2.3F
June.30,

2014

8-1 表 「設定項目と 設定方法」 削除、 関連記述削除

8-4 図 8-4 差し替え

8-23 8.4.5 項、 フ ォルスパス記述更新、 図 8-31 差し替え。 Block Jitter 記述追加

8-36 図 8-45 差し替え

3.1v1.1 Aug.2014

- 「8.5.3 IO レジス タのアサイ ン」 を 8.3.5 節に移動

-

「8.4.3 入力ク ロ ッ ク を基準と し たデータ出力遅延制約の設定」 と 「8.4.4 
出力ク ロ ッ ク を基準 と し た、、、」 を統合し、 「8.4.3 データ出力遅延制約の
設定」

3.3 Mar.2015 8-3 図 8-4 更新

8-7 Clarity Designer について言及追加
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